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当該年度

補助金の終期

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
○補助対象経費
　補助対象事業の実施に要する経費のうち，印刷消耗品費，被服費，備品購入
費，使用料及び賃借料，旅費交通費，役務費，報償費，会議費等
○補助金額の算定方法
　対象事業費の1/2以内

補助金交付
による効果

・家畜防疫並びに畜舎周辺の環境改善が図られている。
・環境改善計画推進事業により堆肥の流通推進が図られている。
・協議会活動により，畜産農家及び関係団体の畜産環境問題に対する意識向上が図られてい
る。

前々々年度交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

前年度

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

 【間接補助の理由、再交付の配分基準・審査基準】

平成28

補助金の目的
及び

補助対象事業

延長回数 0

前年度補助事業
の主な実施概要

1　防疫事業
　　家畜防疫対策推進のため，市内農家へ防疫資材（消毒薬）を配布。
　　麹菌製剤による堆肥の臭気緩和試験を実施。
２　畜産環境改善計画推進事業
　　堆肥の販売場所を掲載した「福岡市たい肥流通情報」を作成配布。
　　展示ほにおいて各種作物の堆肥の施用試験を実施。
　　畜産環境の整備を目的に，「畜産環境美化コンクール」を実施し，
　　畜産農家の意識向上を図る。
３　協議会活動
　　畜産農家，関係機関を対象とした外部講師による研修会を実施。

回

終期を延長する
理由

       補助金調書

交　付　先

（公募の場合）
応募要件

（非公募の場合）
非公募の理由

当該補助事業を行っている団体が限定されるため。

□　団体 福岡市畜産環境整備協議会 区分

農林水産局農林部農業振興課
（ＴＥＬ092-711-4852）

目的：都市化の進展に伴い畜産関係施設と住宅地との近接により，悪臭等の畜産環境
問題が発生している。このような状況を踏まえ畜産の健全な振興のため，畜産経営にお
ける環境整備改善を図るもの。
対象事業：畜産環境整備事業
　(1) 環境衛生の徹底を期するための畜舎消毒の推進
　(2) ふん尿処理施設の改善整備の推進
　(3) 畜産振興の対策
　(4) 畜産環境に関する調査研究
　(5) その他畜産環境整備に関する事業

担当課
（連絡先）

補助金名 畜産環境整備事業費補助金

（公募の場合）
公募時期

その他の補助金

交付先決定方法 　　□　非公募

440

1

交付対象経費及び
補助金の算定方法等

前々年度

補助開始年度

1

　□　定率

年度

※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。
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経過年数

561


